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各⽇3回のセッションと参加者同⼠の対話
（ラーニング・バディ）を実施

主催 ⻑野県∕⼀般社団法⼈Learn�by�Creation

つ く

イベントレポート
“私たちで⾃治る学び” Learn by Creation NAGANO
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! ⼦ども同⼠の違い、教師との違い、地域の違い。3つの違いを活かして、これを⼒に変
えていくカリキュラムや学校の仕組みをつくっていく。

! ⼿をかけるほど、⽣徒たちがお客さんになってしまうような学校ではいけない。⽣徒
が⾃治⼒を発揮するために、インプット型ではなく、アウトプット型の機会を増やし
ていく。

! 今までの学び⽅を全て変えるフルチェンジではなく、今ある学習を繋げたり、その⽅
法を変える再構築で、⽣徒が意義を感じられるものに組み換えていこう。

! 学びの評価は⼼∕スキル∕知識の三本柱。今⾃分がどんなステータスなのかを、⼦ど
もたち⾃⾝が「⾒える化」して、次のステップを周囲と共に知ることが重要。

! 複数の⼈でコラボレーションをする場合、最初にそれぞれが違うということをお互い
に確認し合うことがポイント。

! 学校の中で決められた授業やワークショップをやる時に⼤事なのは、⼦どもたちがそ
の中で何を学んだのかを⾃分で客観化できること。

! 既存のルールを変えてみるのは⼤⼈にとっては難しい。だけど、みんなで知恵を出し
て、⾊々な⾔葉や気持ちを交わしていくと、何か⼀つになって、また多様な意⾒が聞
けて、それが私たちの学びになっていく。この⼀連のサイクルがある。

! 最近は、⾊々な年代や地域の⼈たちと話すことが少ないが、オンラインでもこういっ
た多世代でワクワクする場を作ることができる。

! ⼦どもたちは、⾃然にほぐれる。⼦どもたちが遊ぶ場所、余⽩がある時間をつくって
あげることが⼤事。
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! 予測不可能なものを制御しようとスキルを積み上げていくのではなく、いろいろな
⼈との交わりの中で、⾃分以上の⾃分が⽣まれる考え⽅もある。

! ⾃分であることから離れるということを肯定する。他者に流されてみたり、他者の
意⾒をそのまま採り⼊れてみて、⾃分の創造性がひらかれる。

! 予測不可能な状況の中で好奇⼼を持って学び続けるには、個⼈の中にある多様性を
互いに引き出せるような関係が必要となるのではないか。
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! 地域通貨ま〜ゆは、購買や交換の仕組みではなく、⾝の回りの宝物を⾒つける、ま
たそれが巡り巡っているということを、みんなで確認するためのもの。

! 20年続くこの仕組みは、地域通貨の仕組みが続いているというよりも、⾊々な⼈の
参加や出会い、そこで⽣まれる様々なプロジェクトが続いている。

! “⾃治“について。暮らしの中で、⾃分で判断し、⾃分で決める場所が沢⼭あること
がとても⼤事なこと。
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! 学校へ上がったときのギャップの問題は、⼤⼈が⼦どもと新たな枠をつくったり、更
新したりできるようになることを共に学ぶことで乗り越えられるのでは。

! 幼児教育から学校教育が学ぶべきことは、⼦どもたちの背中を押し、先頭に⽴つ指導
者ではなくファシリテーターとして⾒守る⼒。

! 幼児であっても⾼校⽣であっても学びに必要なのは、第３の場所や、教員や保護者以
外の⼤⼈たちとの関わり。
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! ⼩布施でのコミュニティスクールの始まりは、先⽣と⼦どものものだけではない「地
域の学校」、「学校を中⼼としたまちづくり」を⽬的としてつくられた。

! 特産物の産業化など、地域の⼈たちが当事者となりつつ、⼦どもたちもその⼀員とし
て学び、先⽣たちも共に学ぶ。結果として、先⽣たちと地域との間に深い信頼関係が
出来上がる。

! より多くの地域の⼤⼈たちが関わることで⼦どもたちは⾃信を持つようになり、地域
も活性化する。

! ⾃分が当たり前と思っていた何気ない地域の暮らしや⽂化が、他の⼈から⾒ると、経
験し難いものであったりする。

! 百聞は⼀⾒に如かず。ニュースで報道されている事と、旅に⾏って感じる事は違う。
ニュースなどの⼆次情報で判断するのではなく、実際に⾒ること。

! 江⼾時代はこんなに⾝近なものであった“性“が、なぜ現代ではタブー視されているん
だろうって⾼校⽣の時から違和感を持って、知らない間に春画の世界に⾜を突っ込ん
でいた。疑問や問いを持ち続けることの⼤切さ。

! めざす学びの場は寺⼦屋のイメージ。地域の⼈、専⾨家、保護者など、いろいろな⼈
が出⼊りし、混ざり合う場。

! これまでの「静かに本を読む」図書館から、学びの糧となる資料やワクワクを引き出
す仕掛けや⼈と⼈の関わり合いが組み込まれた、「共知、共創」の場へ。

! 学校の統廃合の際、住⺠参加型で新しい学校づくりとして「越える学校」というコン
セプトが⽣まれた。図書室などを地域とシェアし、年齢に関係なく学び続けられる環
境を作った。これから学校と地域がお互いにどう連携していくのか楽しみ。
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! ICTにおけるモノづくりはまだ苦⼿な⼤⼈が多いので、むしろ⼦どもも⼤⼈も対等に
共に学べる貴重な場では。

! 指導する⼤⼈の経験がICTにはバイアスになっている場合もある。根本から、⼦ども
たちは従来の常識の枠外の能⼒を⾝につけていることを⼤⼈は認識すべき。

! ⼀番⼤事なのは「やりたい」という情熱を育むこと。そのためにICTがある。
! ICT学習に必要なのは、リアリティのあるテーマ。それは地⽅にこそあるのでは？
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! 「学びの関係⼈⼝」を増やす架空の学校で、他の⼈の好きを聞き、知らないことを
知ることで、世界が広がっていく。

! ⽩⾺の⺠話、写真、川探検、⽇本酒、児童会活動、春、ボーカロイド、⾶⾏機、鉄
道、ネイチャーフォト、LGBTの、１１テーマについて、⼩学⽣から⼤学⽣まで、幅
広い年齢の学⽣が発表。

! ⾼校⽣の「アイデア」をベースにして企画運営を⾏うこと、そのものが学びの⼀番
の当事者でもある⾼校⽣たちの学びとなった。
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! 教育⾏政は、「管理・監督・指導」から「⽀援するプラットフォーム」へ。
! 好きな学校に⾏けるようになる仕組みなどの改善は必要だが、⼀つの学校の中で多様

な学び⽅ができるようになることがより本質ではないか。
! 今後、こうして市⺠と対話する教育⾏政をつくっていかなければならない。
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! ピッツバーグのリメイクラーニングでは、企業、学校、公共施設など600ほどの加盟
団体がこれからの学びを共に研究し、⼤規模イベントであらゆる⼦ども達にその成果
を届けている。

! 学習者中⼼の学びを実践するには、⼦どもの成⻑につながる評価が必要で、それは必
ずしもデータで表されるものではない。

! AI�が劇的なスピードで進化している今、学びはAIができること、得意なことではなく、
イノベーティブな⼈材を育てることにシフトする必要がある。

! 「本気で向き合う」：⺠宿で出会う全ての⼦、その⽬の奥に何を考えているのかを⼀
⽣懸命、探り出すことに⼼を砕いて、「本気で向き合う」ことが⼤切。

! 「思いを⽣かす」：⼤⼈も⼦どもも⾃分⾃⾝の思いに思いを馳せ、お互いに活かし合
える社会を⽬指していくべきだ。

! 「離れて⾒守る」：⼦どもから⼤⼈が離れられない社会になってきている昨今、それ
⾃体が⼦どもたちの⼒を奪ってしまっている。⼦どもに寄り添わなくて良い社会へ動
いていかなければいけない。

! Learn�by�Creation�NAGANO�が「内」でも「外」でもない、いろいろな⼈が⾜を踏み
⼊れてみたくなるような、「縁側」になるといい。

! インフォーマルな⽴場で気軽に⾔いたいことが⾔える、何気なく寄って話せる場所と
しての「縁側」があると、もっと多くの⼈の意⾒や思いが出てくる。

! 思いを共有するだけで終わることなく、とりあえず何か「やってみる」につながって
いくといい。
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公式Webサイト https://nagano.learnx.jp
Facebook facebook.com/LearnXCreationNagano

Twitter twitter.com/LXC_NAGANO

Learn by Creation NAGANO 
YouTube チャンネル

本紙で紹介の動画はこちらから
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